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一般社団法人群馬日仏協会
会長　植木康夫

第 14号会報発刊に寄せて
ご挨拶

第8回ぐんまフランス祭2018
会期
場所

■ 2018年11月16[金]・17[土]・18日[日]
■群馬県庁舎１F県民ホール・県民広場及び
　２Fビジターセンター

8ème
Fête française de Gunma

2018

　昨年は群馬県庁舎1階の改修工事の為、使用でき

ませんでしたが、今年は再び会場を群馬県庁舎に戻

し「第8回ぐんまフランス祭2018」を開催致します。

　今年も本格的なフランスの飲食物、パンやお菓

子、ワイン、惣菜、や雑貨、アクセサリー、車など

と共に様々なフランス文化をお届けできるようなフ

ランス祭を開催致します。「ぐんまがフランスにな

る3日間」伴って、多くの会員の皆様のボランティ

アでのお手伝いを募集致します。是非とも沢山の会

員の皆様のご協力を期待しております。
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群馬日仏協会ブログ「広報部が行く」：http://franco.gunmablog.net/

※本誌に掲載されているイベント、ツアーは社会情勢・諸事情により中止される事があります。あらかじめご了承ください。

群馬県在住または出身、在勤、在学経験のある方で日仏交流に関心のある方なら、どなたでも入会することが出来ます。

群馬日仏協会 入会のお誘い

入会金一律
1. 個人会員
2. 法人会員

●ホームページから
協会HPの「入会申し込み」ボタンよりお申し込みください。

●事務局へ直接
協会事務局へ入会金及び年会費をご持参の上、直接お申込み

●振込先
群馬銀行　竪町支店（店番号101）
普通預金 1331623 一般社団法人群馬日仏協会   会長 植木康夫

￥1,000          　 
￥3,000
￥1,0000×口数

●年度の途中で入会の場合は、3月から年会費
　は半額になります。

入会金及び会費は所定の口座にお振込頂くか事務局までご持参ください。

会員の種類と年会費について 入会の方法

Facebook：https://www.facebook.com/fj.de.gunma

［3月例会］ ［5月例会］

2018 年 5 月 15 日 [ 火 ]

　すっかり恒例となりました初
夏のバスツアーに今年も大型バ
ス一台満席の会員の皆様と共に
開催することが出来ました。
　ポーラ美術館では開館15周年
を記念して開催された、フラン
ス・アール・ヌーヴォーを代表
するガラス工芸の第一人者傑出
した芸術作品を生み出し後世に
残した作家、エミール・ガレの
展覧会他を鑑賞し、館内のレス
トランではフランス料理の特別
コースを堪能し、まるでフラン
スにいるかのような錯覚を起こ
す精巧なフランスの街並みを再
現した星の王子さまミュージア
ムでは、まったりとその雰囲気
を楽しむことが出来ました。

「アートと薔薇＆フランス料理を
楽しむ初夏のバスツアー」を開催

［7月例会］

2018 年 7 月 30 日［月］
場所：カフェ・スアーヴ（伊勢崎）

　最近お洒落なカフェのメニュー
として多く登場するようになっ
た、フランスブルターニュ地方の
郷土料理・ガレットブルトンヌ。
　今回は、お店の看板メニューと
して大人気の伊勢崎のカフェ・ス
アーヴのオーナーシェフ、須永亜
有美さんが、家庭のフライパンで
も美味しく作れるよう特別にレシ
ピをアレンジして本格的なガレッ
トの作り方を伝授してくださいま
した。最後にみんなでそのガレッ
トの試食、あまりの美味しさと手
軽さに大好評。
　笑顔の絶えない楽しい会話と美
味しいお料理、今回のフランス料
理セミナーも参加者の皆さんに大
好評でした。次回もお楽しみに！

「家庭で作れるフランス料理セ
ミナー：フライパンで作るそば
粉のガレット」を開催

場所：ポーラ美術館・レストラン アレイ
　　　・星の王子さまミュージアム

2018 年 3月 28 日 [ 水 ]
場所：ル・ヴァン

「ワインを楽しむ会」を開催

　毎年恒例となりつつあるル・
ヴァンでの「ワインを楽しむ会」
群馬日仏協会の法人会員でもあ
るワインバーで、気軽に肩肘張
らずに、純粋に美味しいちょっ
とクラシックなフランス料理と、
それに合わせた白、ロゼ、赤な
ど各地のフランスワインや本格
的なノンアルコールワインなど
で「楽しくワイワイガヤガヤと
気楽にワインを楽しむ会」にな
りました。
　大人のカジュアルワインパー
ティーに参加された皆さんの笑
い声と、楽し気な話に大盛り上
がりでした。
　まだ参加されたことのない会
員の方はぜひ次の機会には、お
気軽にご参加ください。

［日仏交流160周年記念事業］

2017 年 12 月 6日［水］
場所：前橋文学館３Fホール

　群馬日仏協会の設立理事でもあ
る、日本ミシュランタイヤ会長の
ベルナール・デルマス氏を迎えて、
デルマス氏の基調講演会と前橋市
長・山本龍氏、デルマス氏、そし
て当会副会長の植木氏の司会で前
橋のミシュランシティーズへの参
加を提言するセミナーを開催しま
した。
　前橋商工会議所会頭・曽我孝之
氏や前橋市国際交流協会会長・金
子昌彦氏なども迎え、群馬県、前
橋市議会議員、前橋市、各経済界
からも多数の参加を頂き大盛況の
うちに終了することができまし
た。今後正式に、前橋がミシュラ
ンシティーズに加盟し、国際都市
前橋として、大きく前進すること
を期待しています。

「明日の国際都市前橋を考え
る」を開催

［日仏交流160周年記念事業］

2018 年 7 月 30 日［月］
場所：前橋文学館３Fホール

　「明日の国際都市前橋を考える」
のサイド事業として、日本ミシュ
ランタイヤの会長であるデルマス
氏に直接聞ける「店づくり相談会」
を開催しました。
　限られた時間でしたが、マン
ツーマンでそれぞれのお店や自身
の考え方をデルマス氏に直接聞け
る機会は通常はほぼありえない
中、一人ひとりの真剣な話に、丁
寧に受け応えし、一緒に真剣に考
えてくれるデルマス氏に、参加者
の皆さん、とても感激をしていま
した。こうやって、ミシュランの
名声は一歩づつ築かれてきたのだ
とろうと、推測できる素晴らしい
相談会になりました。

「デルマス氏に直接相談して
みよう！」を開催
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Vol.14

「第11期フランス語講座」 生徒募集中！

リレーエッセイ ●Vol.14

　引き続き、ご好評頂いております根津
景子先生によるフランス語・秋期講座の
募集開始しています。
　コースの選択バリエーションが大幅に
変更になりますので、表を確認の上、受
講コースを確定してください。基本的に

は、受講生それぞれのレベルに応じてテ
キストを選定し、レッスンを行います。
受講希望の方は指定日までに全ての受講
料を完納してください。未納の場合は受
講出来ませんのでご注意下さい。

　会員の皆様こんにちは。群馬日仏協会発足以来、
副会長を務めておりました株式会社フレッセイ相談
役植木康夫です。
　おかげさまで当協会設立以来、会員及び賛助会員
の皆様と役職員皆様の献身的なご協力により、益々
充実した協会活動が続けられ、第14号の会報を発刊
することが出来ます事を心より御礼申し上げます。
　今年は日仏交流160周年を記念する年であります。
西暦1858年(安政5年)10月9日、日仏修好通商条約が
締結され、両国間の外交関係が開設されました。こ
の年は7月29日アメリカと日米修好通商条約が締結
され、オランダ・ロシア・イギリスに次いで5番目の
締結でした。(安政5か国条約)　
　160周年にちなみ、日仏両国で「ジャポニズム
2018：響きあう魂」として世界にまだ知られていな
い日本文化の魅力を紹介する記念行事が開催されて
おります。ゴッホやモネの芸術に多大な影響を与え
た「ジャポニズム」。この現象は、19世紀のフランス
で浮世絵に代表される日本文化が紹介されたことか
ら、一気に広まりました。160周年を記念して、縄文
時代から現代までの日本文化や芸術が数多く、パリ
を中心にフランス各地で紹介されております。伊藤
若冲の描いた京都相国寺の釈迦三尊像と、宮内庁三
の丸尚蔵館の動植綵絵全33幅が、欧州で初めて公開
されております。

　さて、9月29日(土)会員企業のプリオホールディ
ングスさんの全面的な応援の元、伊勢崎プリオパレ
スにおいて、第9期群馬日仏協会通常総会及びコン
サート付懇親会を開催いたしました。総会において
協会発足以来、会長を長年に亘りお勤め頂いた牛久
保雅美氏が退任され、名誉会長に就任、新たに植木
康夫が会長に就任いたしました。
　群馬日仏協会最大の行事となりました群馬県との
共催事業「第8回ぐんまフランス祭2018」は、会場
を群馬県庁県民ホールに戻して11月16 ～ 18日の開
催となりますが、どうぞご期待いただき、お知り合
いの方々とご一緒にご来場をお待ち申し上げます。
今後とも協賛企業の皆様、多くの個人会員の皆様と
共に積極的な参加を頂き、さまざまな文化活動、企
画を通し、更なるフランス文化の発信を続けて参り
ます。
　会員の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。


